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［保健体育専攻1988年卒］
松原市立松原第六中学校教諭

■ 1988年‥松原市立松原第三中学校講師
■ 1989年‥貝塚市立第四中学校教諭
■ 1994年‥松原市立松原第三中学校教諭
■ 2000年‥松原市教委社会教育課（松原市青少年会館主幹）
■ 2002年‥松原市立松原第三中学校教諭（生徒指導主事）
■ 2008年‥松原市立松原第六中学校教諭

蔵楽 充重さん

卒業生CATCH!

　「中学生時代、人をはねのけるような生き
方をしていました。周りに反抗し突っ張って
いました。一歩間違えば、転落の人生を歩ん
だかもしれません」
　中学時代からラグビーに明け暮れました。
「やんちゃはしましたが、チームメートや仲
間によって支えられていました」。ラグビー
部を指導できる教師になろうと大学に進学。
「ラグビー漬けの学生生活を送ろうとしたの
に…　池田分校五月ケ丘寮に入ったのが運
の尽き」と苦笑い。当時、寮には、被差別部落
出身や、障害のある学生など、様々な困難を
抱えながらも教師をめざす仲間がたくさん
いました。その生き様を、酒を酌み交わし膝
交えて聞きました。「ラグビーのきつい練習
を終えて、へとへとになって戻った夜に、寮
の会議や人権学習。眠いのに何でこんなん
聞かなあかんねん。寮なんかいつでも出て
いったる。そんなことをしょっちゅう言ってい
ました」

　「反逆児でした」といいながらも、どういう
わけか去りがたく、結局5年いました。教師
の卵を特訓する“虎の穴”のような魅力が
あったのだと思います。ターニングポイント
となったのが、重度の脳性麻痺のある森修さ
ん（本学非常勤講師）との出逢いでした。介
護者を求めてオルグに回る森さんの姿に
「必死に生きている。すごい人だ」と感動し
たといいます。日本人だと思っていた友人が、
学園祭でチマチョゴリを着て在日韓国人の
立場宣言をしたことに衝撃を受けたことも
ありました。「ぼく自身、仲間を求めていたの
です」
　次第に在日朝鮮人問題、被差別部落問題、
障害者問題などの人権サークルに関わり、運
動に深く関わっていきました。この頃から、松
原市内で部落解放子供会などの指導にも携
わりました。卒業後、貝塚市内の中学校教諭
を経て松原第三中学校に勤務しました。「講
師も含めて三中には計15年間在籍し、教師

として育てていただきました」
　六中は3年目。今の3年生が、1年生の時
に「いのちの学習」（総合学習）を担当。学習
活動の総仕上げとして共同制作を提案しま
した。学習のなかで見つめ直した命への思い
を、一人ひとりの生徒が家族への感謝の気
持ちとして表したものです。
　「お父ちゃんお母ちゃん、産んでくれてあ
りがとう」。子どもたちが大切にしている『思
い出の１枚の写真』を持ち寄り、ペンで絵
取ってイラストを描きました。その１枚１枚を、
大きなパネル（縦3m、横6m）に貼っていき
ました。パネルの真ん中には『信頼』の大き
な文字が埋め込まれています。いま、1階職
員室入口の廊下に貼り出され、来校者の目
を引いています。（写真）
　低学力と非行の“負の連鎖”を断ちきろう
と、1年生を対象に、コンピュータを活用した
学力保障「六中学習くらぶの実践」にも取り
組んでいます。校務分掌は、生徒指導主事の
ほか新任指導教諭、子ども支援コーディネー
ターの仕事を受け持っています。クラブはバ
スケットボール部顧問を担当。「生徒たちが
道を外すことのないよう、日々、やんちゃ生
徒にまっすぐ向き合っています」
　教師をめざす後輩へのアドバイスは、「１
つのことをこつこつとやり続け、努力するこ
とを忘れないでほしい。そこから必ず見えて
くるものがあります」

CATC
H!

　「作り続けること、それが目標です」
　短編アニメーション作家、和田淳さんは力
強く語ります。2002年から作品を発表して
います。しかし、国内での短編アニメーション
は、認知度が低いといいます。制作には手間
も時間もかかり、金銭的にも「作り続ける」こ
とが難しい環境です。
　和田さんの作品は、独特のタッチの絵と絶
妙な間が特徴のアニメーションです。すべて
手描きの鉛筆で表現され、ＣＧ等は使いませ
ん。その作風は、すでに世界各国で高い評価
を受けています。作品はフランスやクロアチ
アなどの映画祭で上映され、スイスのファン
トーシュ国際アニメーション映画祭ではグラ
ンプリを受賞しました。さらに、最新作『春の
しくみ』はベネチア映画祭オリゾンティ部門
にノミネートされ、話題を呼びました。
　また、映画『ゲゲゲの女房』のアニメーショ
ンパートの担当や、無印良品のポスターイラ
スト制作、オタワ映画祭で審査員を務めるな
ど、活躍は多岐にわたります。新しい試みに
も積極的で、世界で評価されながらもソフト
化されていない映像作家の作品を世に発信
するDVDレーベル「CALF（カーフ）」に設立
時から参加しています。そのCALF配給・宣
伝で昨年11月には、自身初となる映画館で
の1週間の特集上映「和田淳と世界のアニ
メーション」を企画し、反響を呼びました。
「作り続けるためにも、より多くの人に短編
アニメーションの魅力を知ってもらいたい」

そのために国内に限らず世界各国を飛び回
り忙しい毎日を送っています。
　しかし、大学に入った頃まではアニメー
ションに全く興味はありませんでした。きっ
かけは3回生のとき、ノートのすみに描いた
ラクガキでした。ふと『これが動いたらおもし
ろいのではないか』と思い、「自分で描くこと
で、思う通りの世界を表現できる」ことに魅
力を感じたそうです。
　アニメーションの基本は、パラパラ漫画の
ように少しずつ動いた絵を描くことです。そ
のため１枚１枚絵を透かしながら描きます。

しかし、大学には基本を教えてくれる授業も、
必要な道具もありませんでした。何をするに
も手探り。蛍光灯で紙を透かして描いたり、
紙がズレないように手で押さえたり、本当に
正しい作り方なのか不安だったといいます。
しかし、周りの応援とアドバイスのお陰で続
けてこられました。また、同級生と定期的に
展示会を開き、互いの作品をみせあいまし
た。
　「大教での学生生活は、友人たちと刺激し
あい、自己表現を磨くとても大事な時間に
なりました」
　2007年からは、非常勤講師として本学で
アニメーションを教えています。授業では、
アニメーションの元祖とも言える「驚き盤」
の作成や、実写をコマ撮りするピクシレ－
ションなど様々な手法の表現を教え、少しで
も興味をもつことができるように工夫してい
ます。それは、ただなんとなく単位のために
授業に出ていることをもったいなく感じるか
らです。
　「せっかく大学にいる限りは、何でも吸収
することができるし、してほしいと思います。
そのためにも、自分が何をしたいのか、日々
自分と向き合って葛藤してほしい」
　自分と真摯に向き合い、自ら道を切り開い
ていく姿勢は、芸術活動に限らず多くの学生
に刺激を与えるでしょう。

インターネットショップCALFにて発売中 http://calf.jp/

1980年‥神戸生まれ
2004年‥教養学科芸術専攻美術コース卒
2005年‥イメージフォーラム映像研究所卒
2010年‥東京藝術大学大学院映像研究科アニメーション専攻修了

［教養学科 芸術専攻 美術コース 2004年卒］
短編アニメーション作家和田 淳さん

ファントーシュバーデン国際アニメーション映画祭(スイス)『わからないブタ』最優秀賞
2010年度文化庁メディア芸術祭「アニメーション部門」優秀賞
DVD「和田淳作品集2002-2010」
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自分に向き合い、自ら道を切り開く


